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平
成
２４
年
度
決
算
６
件
を

審
査
・
認
定

今
回
の
定
例
会
で
は
、
６
名

の
議
員
か
ら
区
政
一
般
質
問
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
２４
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
は

じ
め
と
す
る
区
長
提
出
議
案
等

２９
件
、
大
規
模
地
震
等
災
害
対

策
の
促
進
を
求
め
る
意
見
書

（
下
欄
参
照
）
な
ど
の
議
員
提

出
議
案
３
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

中川奥戸展望デッキからの眺望

可
決
さ
れ
た
意
見
書（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
３
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
意
見
書
で
す
。各
会
派
の
賛
否
は
８
面
に
掲
載
）

大
規
模
地
震
等
災
害
対
策
の
促
進
を
求
め
る
意
見
書

分

政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

①
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
及
び
発
災
後
の
迅
速
な
復
旧
・
復

興
に
資
す
る
事
前
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
及
び
総
点
検
等
を
定
め
る「
防
災
・

減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靭
化
基
本
法
案
」
の
趣
旨
に
沿
い
、
防
災
・
減
災
対
策
を

強
化
す
る
こ
と

②
発
生
確
率
が
極
め
て
高
い
と
い
わ
れ
る
首
都
直
下
地
震
に
対
し
て
、
行
政
の
中
枢
機

能
を
維
持
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
の
ほ
か
、
木
造
住
宅
密
集
地
域
対
策
や
帰
宅
困
難

者
対
策
、
住
民
防
災
組
織
へ
の
支
援
強
化
を
盛
り
込
ん
だ
「
首
都
直
下
地
震
対
策
特

別
措
置
法
案
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
首
都
直
下
地
震
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

③
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
つ
い
て
、
津
波

避
難
対
策
の
強
化
を
要
す
る
地
域
を
指
定
し
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
対
策
強
化
事
業
の

加
速
化
に
要
す
る
規
制
緩
和
及
び
財
政
上
・
税
制
上
の
特
例
を
定
め
る
よ
う
「
東
南

海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」の
趣
旨
を
踏
ま
え
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
小
岩
駅
に
早
急
に
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を
求
め
る
意
見
書

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
新
小
岩
駅
で
は
、
本
年
８
月
１９
日
、
ま
た
も
や
駅
を
通
過
す
る
成
田

エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
人
が
飛
び
込
む
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。
６
月
２７
日
に
も
、
同
様
の

飛
び
込
み
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
は
ホ
ー
ム
上
に
い
た
人
が
、
巻

き
添
え
に
よ
り
負
傷
し
て
い
る
。

本
区
議
会
は
、
昨
年
６
月
２７
日
に
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
小
岩
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
優

先
的
設
置
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
採
択
の
う
え
関
係
機
関
に
送
付
し
た
が
、

そ
れ
以
降
も
３
件
も
の
同
様
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
事
態
は
決
し
て
放
置
で

き
な
い
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
本
年
６
月
の
事
故
後
、
同
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
と
表
明
し
た
。
そ
の
後
の
本
区
と
の
協
議
内
容
に
よ
る
と
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
同
駅
の
南
北
自
由
通
路
の
工
事
と
連
動
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
際
の
整
備
は
数
年
先
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
人
命
を
最
大
限
に
尊
重
し
、

事
故
に
伴
う
風
評
被
害
を
一
日
も
早
く
払
拭
す
る
た
め
、
早
急
に
同
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド

ア
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
小
岩
駅
に
早
急

に
ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
財
政
的
支
援
な
ら
び
に
導
入
の
手
法
、
技
術
的

な
検
討
と
支
援
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

「
脱
法
ハ
ウ
ス
」の
実
態
把
握
及
び
法
的
規
制
に
関
す
る
意
見
書

近
年
、
倉
庫
・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
称
し
な
が
ら
も
、
実
態
と
し
て
は
居
住
す
る
こ
と

を
想
定
し
た
宿
泊
施
設
と
言
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
脱
法
ハ
ウ
ス
」
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
多
人
数
の
居
住
実
態
が
あ
り
な
が
ら
も
、
宿
泊
施
設
で
な
い
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
建
築
基
準
法
や
消
防
法
等
の
規
定
を
満
た
し
て
い
な
い
ほ
か
、
東
京
都
建
築
安

全
条
例
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
危
険
性
が
非
常
に
高
く
、
劣
悪
な
居
住
環

境
と
な
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
６
月
１０
日
付
け
で
、
都
道
府
県
・
政
令
市
等
の
特
定
行
政
庁
に
対
し

て
、
物
件
に
関
す
る
情
報
収
集
や
調
査
、
違
反
物
件
の
是
正
指
導
等
を
行
う
よ
う
に
要

請
し
た
。

�
飾
区
内
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
施
設
が
あ
り
、
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
の
危

険
性
が
非
常
に
高
く
、
居
住
し
て
い
る
方
は
も
と
よ
り
、
近
隣
住
民
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
も
、
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て「
脱
法
ハ
ウ
ス
」

を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
整
備
等
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

政治家の寄附は、禁止されています。また、年賀状等時候の挨拶状
（答礼のための自筆のものを除く）を出すことも禁止されています。
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